















































経営論集 第 73 号（2009 年３月) 




№ 個別社会指標（変数） 第１主成分 第２主成分 第３主成分 ３主成分共通度 
1 １万人あたり社会福祉施設数 -0.77 -0.11 0.37 0.74 
2 1000 人あたり病床数 -0.54 -0.45 0.47 0.71 
3 住宅１室あたり人数 0.54 -0.48 -0.33 0.63 
4 小中学校生徒 100 人あたり教員数 -0.77 -0.17 0.33 0.74 
5 100 万人あたり図書館数 -0.50 0.34 0.45 0.57 
6 10 万人あたり犯罪発生件数 0.79 0.04 -0.16 0.65 
7 1000 人あたり交通事故件数 0.16 0.15 -0.09 0.06 
8 勤労者１世帯１カ月あたり可処分所得 -0.12 0.65 0.30 0.53 
9 大卒男子初任給 0.78 0.37 0.07 0.75 
10 第一次産業就業者比率 -0.84 -0.26 0.07 0.77 
11 第二次産業就業者比率 -0.09 0.88 -0.23 0.83 
12 第三次産業就業者比率 0.59 -0.66 0.17 0.83 
13 失業率 0.28 -0.78 -0.15 0.71 
14 零細小売店店舗数比率 -0.63 -0.16 0.22 0.47 
15 100 万人あたり医薬品・化粧品店店舗数 -0.45 -0.06 0.49 0.44 
16 100 万人あたり小売店舗数 -0.75 -0.08 0.48 0.80 
17 100 万人あたりスーパーマーケット数 -0.21 0.36 0.04 0.18 
18 １卸売・小売店あたり年間売上高 0.76 -0.03 0.44 0.77 
19 １スーパーマーケットあたり年間売上高 0.42 -0.32 0.14 0.30 
20 １百貨店あたり年間売上高 0.85 -0.14 0.19 0.78 
21 百貨店売上比率（対小売総額） 0.74 -0.24 0.40 0.77 
22 スーパーマーケット売上比率(対小売総額) 0.24 -0.23 -0.07 0.12 
23 100 万人あたり広告代理業数 0.13 0.09 0.75 0.58 
24 １事業所あたり就業者数 0.86 0.18 -0.03 0.77 
25 １工場あたり年間出荷額 0.13 0.25 -0.29 0.16 
26 100 人あたり加入電話数 0.88 0.03 0.37 0.91 
27 舗装率 0.22 0.00 0.38 0.19 
28 男女比率(男/女) 0.64 0.39 -0.47 0.78 
29 人口伸び率 0.83 0.07 -0.25 0.75 
30 人口密度（人/㎢） 0.83 -0.06 0.29 0.79 
31 １世帯あたり人数 -0.49 0.60 -0.30 0.69 
32 100 人あたり消費者団体参加人数 -0.36 -0.02 0.15 0.15 
33 10 万人あたり病死者数 -0.80 0.00 0.48 0.88 
34 大学志願率 0.77 0.41 0.16 0.78 
35 投票率（衆議院選挙） -0.51 0.39 0.25 0.48 
36 普通生命保険１件あたり金額 0.04 0.58 -0.08 0.35 
37 火災保険１件あたり金額 0.17 0.49 0.12 0.28 
38 勤労者 1 世帯１カ月あたり消費支出 0.00 0.70 0.23 0.54 
39 勤労者食料費比率（対消費支出） 0.54 -0.20 -0.19 0.37 
40 勤労者雑費比率（対消費支出） -0.16 0.47 0.37 0.39 
41 １人あたり預貯金残高 0.45 0.51 0.45 0.67 
42 四輪乗用車所有率 -0.55 0.42 -0.41 0.65 
43 １人あたり百貨店年間売上高 0.78 -0.19 0.40 0.81 
44 １人あたりスーパーマーケット年間売上高 0.37 -0.11 0.19 0.18 
45 １人あたり医薬品・化粧品店年間売上高 0.16 -0.13 0.44 0.23 
46 10 万人あたり海外渡航者数 0.92 0.25 -0.01 0.91 
47 １人あたり輸送機関年間利用回数 0.88 -0.06 0.32 0.88 
48 １人あたり郵便引受数 0.74 0.02 0.49 0.79 
49 1000 人あたり自府県内人口移動 0.57 -0.58 -0.07 0.67 
50 人口転出率（転出者/転入者） -0.81 -0.11 0.15 0.69 
51 人口集中率 0.89 -0.26 0.00 0.86 
52 65 歳以上世帯比率 -0.88 0.25 0.24 0.89 
53 65 歳以上人口比率 -0.81 0.04 0.47 0.88 
54 共働き世帯比率 -0.66 0.65 -0.05 0.86 
55 労働者平均給与 0.74 0.43 0.08 0.74 
56 物価格差 0.70 0.20 0.29 0.61 
57 100 世帯あたりパソコン保有台数 0.65 0.57 0.03 0.75 
58 パソコン所有率 0.64 0.54 0.04 0.70 
59 情報化率 0.75 0.32 0.47 0.90 
60 地価（住宅地） 0.88 0.01 0.32 0.88 
61 大型小売店店舗数比率 0.43 0.28 -0.54 0.55 






















































地方性 都市性 安定性 




 度数 平均値 特徴 
主成分１（都市性） -0.337











































かくして，本章においては，時間的安定性を示していたと指摘されていた1980 年代から 1990 年代
































































































を用いたパス解析が，1985 年，1988 年，1991 年，1994 年，1997 年，1999 年，2002 年，2004 年，
































  1985 年 1988 年 1991 年 1994 年 1997 年 
-0.799 -0.943 -1.005 -1.101 -1.165 
57.613 64.731 71.337 83.908 92.738 
定数項（切片） 
店 舗 密 度→売場面積密度 
平均店舗規模→売場面積密度 0.014 0.014 0.014 0.013 0.012 
-1.087 -1.119 -1.307 -1.179 -1.193 
16.277 16.475 20.582 19.237 20.758 
定数項（切片） 
人的サービス率→売場効率 
労 働 生 産 性→売場効率 0.067 0.068 0.064 0.062 0.058 
-0.718 -0.706 -0.830 -0.885 -0.971 





売 場 効 率→吸引度 0.749 0.782 0.816 0.901 0.926 
1.204 1.258 1.264 1.156 1.249 店 舗 密 度→売場面積密度 
平均店舗規模→売場面積密度 0.879 0.931 0.947 0.904 1.022 
0.545 0.516 0.564 0.672 0.711 人的サービス率→売場効率 
労 働 生 産 性→売場効率 0.723 0.709 0.712 0.578 0.607 




売 場 効 率→吸引度 1.335 1.385 1.401 1.486 1.264 
0.972 0.974 0.979 0.988 0.977 






吸引度 0.979 0.950 0.956 0.945 0.982 
χ2値の p 値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
RMR 0.003 0.003 0.006 0.005 0.006 
GFI 0.813 0.787 0.773 0.779 0.846 
AGFI 0.418 0.336 0.292 0.313 0.522 
AIC 86.008 110.063 109.644 104.329 68.263 
 
 1999 年 2002 年 2004 年 2007 年 
定数項（切片） -1.208 -1.277 -1.344 -1.406 
店 舗 密 度→売場面積密度 97.236 111.206 121.755 138.357 
平均店舗規模→売場面積密度 0.012 0.011 0.011 0.010 
定数項（切片） -1.122 -1.015 -0.982 -0.928 
人的サービス率→売場効率 18.521 17.418 17.598 18.007 
労 働 生 産 性→売場効率 0.061 0.059 0.056 0.052 
定数項（切片） -0.883 -0.749 -0.758 -0.748 
売場面積密度→吸引度 0.936 0.795 0.775 0.730 
非標準化 
係数 
売 場 効 率→吸引度 0.937 0.945 0.976 1.024 
店 舗 密 度→売場面積密度 1.268 1.197 1.287 1.252 
平均店舗規模→売場面積密度 1.077 0.956 1.013 0.984 
人的サービス率→売場効率 0.755 0.744 0.709 0.709 
労 働 生 産 性→売場効率 0.517 0.483 0.484 0.496 
売場面積密度→吸引度 1.109 1.253 1.247 1.278 
標準化 
係数 
売 場 効 率→吸引度 1.325 1.484 1.557 1.606 
売場面積密度 0.972 0.980 0.975 0.980 
売場効率 0.996 0.995 0.996 0.995 
重相関 
係数の 
平方 吸引度 0.979 0.963 0.960 0.960 
χ2値の p 値 0.000 0.000 0.000 0.000 
RMR 0.006 0.007 0.007 0.008 
GFI 0.819 0.828 0.806 0.797 
AGFI 0.438 0.465 0.395 0.368 
AIC 75.158 75.767 87.144 85.887 
（注）係数は全て0.1％水準で有意 
















売場面積密度 57.613 0.014 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 16.277 0.067 0.000 0.000 













売場面積密度 1.204 0.879 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 0.545 0.723 0.000 0.000 













売場面積密度 64.731 0.014 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 16.475 0.068 0.000 0.000 













売場面積密度 1.258 0.931 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 0.516 0.709 0.000 0.000 













売場面積密度 71.337 0.014 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 20.582 0.064 0.000 0.000 













売場面積密度 1.264 0.947 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 0.564 0.712 0.000 0.000 













売場面積密度 83.908 0.013 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 19.237 0.062 0.000 0.000 













売場面積密度 1.156 0.904 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 0.672 0.578 0.000 0.000 













売場面積密度 92.738 0.012 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 20.758 0.058 0.000 0.000 
















売場面積密度 1.249 1.022 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 0.711 0.607 0.000 0.000 













売場面積密度 97.236 0.012 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 18.521 0.061 0.000 0.000 













売場面積密度 1.268 1.077 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 0.755 0.517 0.000 0.000 













売場面積密度 111.206 0.011 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 17.418 0.059 0.000 0.000 













売場面積密度 1.197 0.956 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 0.744 0.483 0.000 0.000 













売場面積密度 121.755 0.011 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 17.598 0.056 0.000 0.000 













売場面積密度 1.287 1.013 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 0.709 0.484 0.000 0.000 













売場面積密度 138.357 0.010 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 18.007 0.052 0.000 0.000 













売場面積密度 1.252 0.984 0.000 0.000 0.000 0.000 
売場効率 0.000 0.000 0.709 0.496 0.000 0.000 
吸引度 1.599 1.258 1.138 0.796 1.278 1.606 
 
 



















貢献度を標準化係数の変化からみると，1985 年から 2007 年の全期間において，売場効率の効果の
方が大きいことが分かる。特徴的なのは，1985 年から 1988 年，そして 1988 年から 1991 年にかけ
て，売場効率の効果は増加するのに対し，売場面積密度の効果は低下している点である。このこと
は，売場面積密度が高いだけでは吸引度を高めることができなかったことを示している。売場面積




の基準が従来の 1500 ㎡以上から 3000 ㎡以上に引き上げられたり，調整期間の上限が１年に短縮さ
れたことなどから，吸引度を高めるのに効果的な小売業の開発や整備が行われたと考えられる。そ
して 1994 年から 1997 年にかけては，再び売場面積密度の効果が低下する一方で，それまで増加傾













示しているのであろうか。1985 年から 2007 年の全期間において，店舗密度の方が影響度は大きい
が，その変化のパターンは，1991 年から 1994 年，1999 年から 2002 年，2004 年から 2007 年の３期
間において減少傾向を示すなど，増減率の大きさの差はあるものの同じである。この期間の政策面
としては，1991 年の第二次大店法改正，2000 年の大店法廃止および大店立地法施行に関しては前述
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回帰係数 標準化回帰係数 t 検定量 決定係数 自由度調整済み 
決定係数 
F 検定量 
定数項 9.012  9.070a
X1：都市性 -1.115 -0.596 -2.203c
X2：安定性 -1.243 -0.640 -1.917d
X3：地方性 0.771 0.525 1.491d




回帰係数 標準化回帰係数 t 検定量 決定係数 自由度調整済み 
決定係数 
F 検定量 
定数項 18.386  13.290a
X1：都市性 0.936 0.421 1.329d
X2：安定性 1.680 0.727 1.862d
X3：地方性 -0.113 -0.065 -0.157d




回帰係数 標準化回帰係数 t 検定量 決定係数 自由度調整済み 
決定係数 
F 検定量 
定数項 25.550  8.194a
小売店舗密度 -0.893 -0.751 -3.215b





回帰係数 標準化回帰係数 t 検定量 決定係数 自由度調整済み 
決定係数 F 検定量 
定数項 11.159  32.794a
X1：都市性 -0.633 -0.315 -1.578d
X2：安定性 -0.108 -0.118 -0.569d
X3：地方性 0.892 0.632 3.073a




回帰係数 標準化回帰係数 t 検定量 決定係数 自由度調整済み 
決定係数 F 検定量 
定数項 15.926  40.275a
X1：都市性 0.182 0.081 0.391d
X2：安定性 0.683 0.671 3.105a
X3：地方性 -0.085 -0.054 -0.253d







回帰係数 標準化回帰係数 t 検定量 決定係数 自由度調整済み 
決定係数 
F 検定量 
定数項 22.028  7.108a
小売店舗密度 -0.498 -0.446 -1.930c





回帰係数 標準化回帰係数 t 検定量 決定係数 自由度調整済み 
決定係数 
F 検定量 
定数項 10.861  37.724a
X1：都市性 -1.270 -0.708 -5.329a
X2：安定性 0.264 0.100 0.615d
X3：地方性 1.059 0.619 4.267a




回帰係数 標準化回帰係数 t 検定量 決定係数 自由度調整済み 
決定係数 
F 検定量 
定数項 16.350  56.909a
X1：都市性 0.743 0.681 3.126a
X2：安定性 0.442 0.274 1.030d
X3：地方性 0.424 0.407 1.711d




回帰係数 標準化回帰係数 t 検定量 決定係数 自由度調整済み 
決定係数 
F 検定量 
定数項 17.805  12.676a
小売店舗密度 -0.111 -0.182 -0.765d
0.182 0.033 0.585 






















































4 分析には，SPSS 12.0J for Windows を用いた。分散分析の結果，主成分１（都市性）の F 値は24.939（p=0.000），































































































（2009 年１月 13 日受理） 
